【宮城県版】
中学生用　租税教育教材　シナリオ
	項目
学習のねらい
	シ　ナ　リ　オ    ※ [★]の箇所で資料をクリックする

	１スライド目


２スライド目
学習のねらい
授業冒頭で税金についてのクイズを実施し、意欲・関心を高める。





















３スライド目
学習のねらい
自分の身近な生活の中で、様々な場面で税金が発生していることを学ぶ。




４スライド目
学習のねらい
税金の種類・区分を学ぶ。







５スライド目
学習のねらい
身近な「消費税」を例に挙げ、税金の仕組みを学ぶ。







６スライド目










７スライド目
学習のねらい
税金の使い道の具体例とともに、どのくらいの金額が使われているかを学ぶ。





















８スライド目








９スライド目
学習のねらい
1日の生活を通して、身近な場面で税金が使われていることを学ぶ。





10スライド目
学習のねらい
納税は憲法に定められた義務であることを学ぶ。




11スライド目
学習のねらい
グループワークを通して、公平な税の集め方について考える。











12スライド目











































































13スライド目
学習のねらい
負担・公平には様々な考え方があり、公平に集めるために、様々な種類の税金を組み合わせることで、より公平に税金を集めていることを学ぶ。










14スライド目
学習のねらい
税金の使い道を決める責任は、国や地方議会などの制度を通して、国民や住民にあることを学ぶ。


15・16スライド目
学習のねらい
どのようなことにどれくらいの税金が使われているか、グラフを通して学ぶとともに、税収と公債費の関係について学ぶ。
















17・18スライド目
学習のねらい
税収と公債費の関係の変遷について学ぶ。







19スライド目
学習のねらい
社会保障費増加の原因を学ぶ。




20スライド目
学習のねらい
普通国債残高の増加や主要先進国との対GDP比を踏まえ、わが国の財政状況について学ぶ。

21・22スライド目
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23スライド目
学習のねらい
自分たちが住んでいる県では、どのようなことに税金が使われているか、グラフ等を通して学ぶ。

24スライド目



25スライド目
学習のねらい
他の地域の予算も比較することで、地域によって金額や使い道が異なることを学ぶ。









26スライド目
学習のねらい
自然災害からの復旧・復興にも税金が使われていることを学ぶ。
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27スライド目
学習のねらい
日本と主要先進国の「国民負担率（対国民所得比）」を比較し、大きい政府・小さい政府について学ぶ。











28スライド目







29スライド目
	今日の授業では、皆さんと一緒に、「わたしたちの生活と税金」というテーマで「税金とはどのようなものか」ということを学んでいきたいと思います。

[★]　まず初めに、税金についてクイズです。今日の授業の中にヒントがありますので、まずは何も見ずに、直感で構いませんので、一緒に考えてみましょう。３問とも、後ほど少し時間をとりますので、自分の答えを考えてみてください。
では1問目です。国民から集められた税金は、国の様々な事業に使われています。では、国の税金の使い道で一番多いのは、次の３つのうちどれでしょうか。
①　道路や橋などの整備のための公共事業関係費
②　国の借金である”国債”を返したり利息を支払ったりするための国債費
③　健康や生活を守るための社会保障関係費

続いて２問目です。
皆さんが普段通っている学校では、教科書代など、様々なところに税金が使われています。では、国や地方公共団体（都道府県・市区町村）が負担している生徒1人当たりの教育費は、小学校入学から中学校卒業までの９年間の合計は、いくらでしょうか。
　①　約３００万円　　②　約６００万円　　③　約９００万円

  最後、３問目です。
　実際、日本国内にある・あった税金（国税又は地方税）が示されていますが、現在もある税は次のうちどれでしょうか。
　①　トランプ類税　　②犬税　　③ゴルフ場利用税
では、３問とも、まずは何も見ないで、答えを考えてみてください。

～５分程度考える時間を設ける～

では、早速これから、クイズの答えも踏まえながら、税金について一緒に勉強していきましょう。

[★]　最初に、皆さんの身近な生活でどのような税金があるか見ていきたいと思います。

[★]　生活を送る上で、皆さんが住んでいる家での生活、ここでも、税金は、発生しています。皆さんが住んでいる地域に納める「住民税」、おうちの人が持っている家には「固定資産税」、などが代表的なものとしてあります。
[★]  また、おうちの人が会社に勤めていらっしゃる場合には、その会社が納める「法人税」、おうちの人の給料から発生する「所得税」などがあり、 [★] 車で買い物に行きガソリンを入れると、「揮発油税」、いわゆる「ガソリン税」や「消費税」が発生し、温泉旅行に行くと「入湯税」が発生します。

[★]  このように、生活を送る上で、税金は様々な場面で発生します。
[★]  税金には、国に納める「国税」と、地方公共団体に納める「地方税」があり、その中でも、地方税は更に「道府県税」と「市町村税」に分けられます。
税金をどこに納めるのか、国なのか県や市町村なのか、という分類です。
[★]　また、税金を納める人と負担する人が同じ税金を「直接税」、税金を納める人と負担する人が異なる税金を「間接税」といいます。
皆さんがよく耳にするのは、「消費税」かと思います。この消費税は、「国税」であり、国に納める人と税金を負担する人が異なるため、「間接税」となります。
そのほか、先程のクイズにもありましたが、地方税（道府県税）の間接税には「ゴルフ場利用税」といった税もあります。

[★]　今、お話した「消費税」について、もう少し詳しく説明します。
[★]　例えば、皆さんが1,000円の商品を買ったとします。このとき、商品の金額1,000円と一緒に消費税（10％）100円をお店の方に支払います。お店の方は、商品を買ったお客さんから、消費税を「預かる」形になります。そして、預かった消費税の額を計算して、税務署に納めます。ここの例で言うと、お店の売上げが、先程の商品1,000円だけだった場合、その後、税務署に納められる消費税は、100円になり、その100円は日本銀行で保管されます。この100円のうち、78円は国税、22円は地方税となります。
　このように、消費税は、お店がお客さんから預かって、まとめて税務署に納めており、国に納める人（お店）と負担する人（買い物客）が異なっているため、「間接税」となります。

[★]　その他の税金の流れも見てみましょう。
[★]　今、説明した消費税以外には、 [★]　YouTuberや大工さんなど、自分で商売している方は、自分で税金を計算して税務署に申告し、所得税を納めます。このように、自分で税金を計算して申告することを　[★] 「確定申告」といいます。この「確定申告」に基づいて住民税の通知が届き、市区町村に納めます。
[★]　また、会社などに勤めている方については、会社から支払われる毎月の給料の金額から所得税や住民税が差し引かれ、会社がまとめて税務署や市区町村に納めます。会社などが毎月の給料から所得税や住民税を差し引き、税金を納めることを　[★] 「源泉徴収」といいます。

[★]　では、このようにして納められた税金は、何のためにあるのでしょうか。そもそも皆さんは、税金に対してどのようなイメージをお持ちでしょうか。
何のために税金があるかを考えてもらうために、ここからは、どのような場面で税金が使われているか説明します。

[★]　私たちの身の回りには、国や地方公共団体による「公共サービス」や「公共施設」があります。
[★]　「公共サービス」とは、安全を守る警察・消防やごみの収集や処理、医療費の一部負担（公費負担）など、私たちの生活に欠かすことができないもので、国や都道府県・市区町村が提供するサービスのことをいいます。
[★]　「公共施設」とは、道路、学校、公園など、みんなのために税金を使って作られた建物や設備のことです。
こういった、「公共サービス」や「公共施設」には、どれくらいの税金が使われているでしょうか。

[★]　「公共サービス」から詳しく見ていくと、警察・消防については、年間で約5兆8千億円の税金が使われており、国民１人当たり約46,900円負担していることになります。ごみ処理については、年間約２兆9千億円の税金が使われており、国民１人当たり約23,700円負担していることになります。
また、医療費のうち、国あるいは都道府県や市区町村が負担している金額については、年間約18兆円の税金が使われており、国民１人当たり約145,000円負担していることになります。
[★]　次に、「公共施設」については、道路を整備したりするのに、年間約１兆７千億円の税金が使われており、国民１人当たり約13,500円の負担、また、校舎・体育館などを建てたりするのに、年間約７百億円の税金が使われており、国民１人当たりでは約600円負担していることになります。
[★]　これら公共サービスや公共施設が、税金で賄われているのです。

[★]　ではここで、授業の冒頭のクイズで皆さんに考えてもらった、「国や地方公共団体が負担している教育費」について説明します。皆さんが学校で勉強などをするのにも、税金が使われており、生徒１人当たり、どれくらいの税金が使われているかというと、 [★] 小学生では、児童１人当たり１年間で約968,000円、中学生では約1,083,000円、高校生では約1,064,000円が使われています。
　９年間ではかなりの金額・税金が使われていることが分かると思います。
最初のクイズの答えは、スライドの最後に見てもらおうと思います。

[★]　今のスライドでは、教育費としてどれだけ使われているかを見てもらいましたが、次に、皆さんの１日の生活のどのような場面で税金が使われているか、詳しく見ていきましょう。
[★]・まず朝、通学時の道路や信号
・そして今、皆さんがいる校舎、使っている机や椅子
・放課後、部活動での大会やコンクールなどで使う競技場や公共のホール
・夕食時、皆さんが安全な食品を食べられるよう農業や漁業の支援
・夜中など、日々の安全を守るための警察や消防
などに、税金は使われています。 
 このように、税金は、私たちの生活には欠かせません。


[★]　今まで、身の回りの税金や税金の使い道について説明してきましたが、税金を納めること、つまり、納税は、義務として憲法で定められています。憲法第30条に「国民は、法律の定めるところにより、納税の義務を負う。」とあります。
[★]　この納税の義務を皆さんに果たしてもらうためには、「公平感」が必要です。
[★]　では、そもそも「公平感」とは何でしょうか。この納税に対する公平感について、次のワークを使って、皆さんに考えていただきたいと思います。

[★]　このワークのテーマは、「公平な税の集め方」です。
様々な状況に応じた負担方法を考えてもらいますが、税金の負担方法について、正解が１つある訳ではないので、いろいろな考えを出してみてください。
皆さんはメタバタウンの住人です。メタバタウンには家が４軒あり、町の真ん中を町が管理する川が流れています。行き来には渡し船を使っていますが、雨で増水すると運行できず不便で、住人は困っていました。
そこで、今回、メタバタウンの４軒全ての住人の希望により、橋を建設することとなりましたが、橋の建設費用には400万円が必要です。建設費用をどのように負担するのが「公平」と言えるのか考えてみましょう。

　まず、右上に記載の「パターン１（参考）」のように、全ての条件が同じ場合では、各家とも一律に100万円ずつ負担するのが公平と考えることができると思います。
　では、これからパターン２とパターン３について、グループで考えてもらいます。「パターン２」は、「家族の人数」と「使用回数」が４軒とも同じですが、「所得金額（儲け）」が異なるパターンとなります。

[★]　「パターン３」は、「所得金額（儲け）」と「使用回数」が異なるパターンとなります。
	パターン２

各家の所得金額（もうけ）が異なる場合
	（ヒント）所得金額によって負担する金額を変えてみよう
	
	家族
	所得金額
	使用回数
	負担金額

	Ａ家
	４人
	1,000万円
	月10回
	万円

	Ｂ家
	４人
	  600万円
	月10回
	万円

	Ｃ家
	４人
	  300万円
	月10回
	万円

	Ｄ家
	４人
	  100万円
	月10回
	万円

	合　計
	400万円




	パターン３
（グループ発表あり）

各家の所得金額（もうけ）と橋の使用回数が異なる場合
	（ヒント）いくつかの負担方法を組み合わせる方法も考えてみよう！
	
	家族
	所得金額
	使用回数
	負担金額

	Ａ家
	４人
	1,000万円
	月０回
	万円

	Ｂ家
	４人
	  600万円
	月10回
	万円

	Ｃ家
	４人
	  300万円
	月10回
	万円

	Ｄ家
	４人
	  100万円
	月20回
	万円

	合　計
	400万円





　
　「パターン２」と「パターン３」について、グループに分かれて自由に発言し、どのような方法で計算して、それぞれの家からいくらずつ集めるか、グループの意見をまとめてください。
　「パターン３」については、いくつかのグループから発表（発表するグループ数は時間に応じて調整）してもらいますので、発表者を決めてください。
　また、発表用紙の右下に「円グラフ」がありますので、自分のグループの討議結果がどの要素をどの程度考慮したのか、その考慮度合に応じて円グラフのどの辺に位置するか、円グラフの真ん中にある「☆(星マーク)」を動かしてみてください。
※ 星を動かすには、星の上でクリックし、星を選択(白丸で四隅が囲われる)できたら動かせます。

発表者の方には「なぜそうなったかの理由」も一緒に発表してもらいます。
　グループワークの時間は、発表者を決める時間も含めて、今から15分としますので、●時●分までとします。

　それでは、グループに分かれてください。

【グループワークスタート時】
まず「パターン２」について、５分程度で簡単にまとめて、その後「パターン３」の討議を始めてください。正解はありませんから、自由に考えてみてください。
【３分経過時】
そろそろ「パターン２」をまとめ始めてください。
【５分経過時】５分経ちました。
　そろそろ「パターン３」の討議を始めてください。
　ポイントとしては、「橋の建設は４軒全ての住人の希望である」ということです。
【10分経過時】あと５分です。
　意見がいろいろあると思いますが、そろそろ、パターン３についてグループとしての意見をまとめてください。
【13分経過時】あと２分です。
　そろそろ、発表用紙に記載（入力）してください。「円グラフ」も忘れずに記載（入力）してください。
　発表者も選びましたか。
【14分経過時】
あと１分です。
【15分経過時】
それでは終了です。発表者の方は準備してください。

～　発表するグループを指名し、発表者に発表してもらう　～

【各グループの発表に対するコメント例】
考慮した「その他の要素」はどのような要素（内容）ですか。
　「●グループ」は、「所得金額」と「使用回数」と「●●」という要素を組み合わせて、バランスを取って負担金額を決めてもらいました。特に「〇〇」の要素を最も考慮しているようですね・・・。など
　Ａさんの家は、誰も橋を使わないかもしれませんが、消防車や郵便局、友達が橋を渡って訪ねてきたりする場合もあるかもしれませんよね。
　ありがとうございました。（グループの発表ごとに拍手）
　
【最終講評】
　各グループで考えた税金の集め方は、どれも公平だと思います。
　発表者の方も、とても分かりやすく説明してくれてありがとうございました。
　公平な税金の集め方には、いろいろな考え方があると感じたと思います。
　
[★]　いま、皆さんに考えていただいたとおり、税金の負担方法や公平には、様々な考え方があります。
[★]　まず、負担についての考え方には、「応能負担」と「応益負担」という考え方があります。
・「応能負担」とは、能力や所得などに応じて負担すること
・「応益負担」とは、受けた利益に応じて負担すること
です。
[★]　また、公平の考え方には、「水平的公平」、「垂直的公平」、「世代間の公平」という考え方があります。
・「水平的公平」とは、負担能力が同じ人には、同じ負担を求めるのが公平、という考え方
・「垂直的公平」とは、負担能力が高い人には、より大きな負担を求めるのが公平という考え方
・「世代間の公平」とは、現在の世代だけでなく、将来の世代の負担も考慮し、全ての世代でバランスが保たれるようにしなければならいという考え方
です。

　公平に税を負担してもらうために、現在 日本には、集め方が異なる約50種類の税金があります。集め方が異なる税金を、複数種類 組み合わせることで、より公平になるよう集めています。

[★]　このように、公平な税金の負担については、考え方がいろいろある中、誰がどのように、税金に関する法律や税金の使い道を決めているでしょうか。
　
[★]　国の税金に関する法律や使い道は、選挙で選ばれた私たちの代表である国会議員が、国会で話し合って決めています。
[★]　また、都道府県や市区町村の税金に関する法律や使い道も、選挙で選ばれた都道府県や市区町村の議員が、議会で話し合って決めています。
つまり、私たちが選挙で選んだ議員が話し合って決めるのですから、税金に関する法律や使い道を決める責任は、私たち国民や住民にあります。

[★]　では、実際に、令和７年度の、国の予算について見ていきたいと思います。ここでいう予算とは、１年間に得た国の収入である「歳入」と、
[★]　１年間の国の支出である「歳出」の予定を示したもののことをいいます。

令和8年度の国の予算は、約122兆円で、歳出では、社会全体で生活や暮らしの安全を支え合う仕組みを整えるための支出である「社会保障関係費」が歳出全体の1/3を占めており、国の借金の返済のための支出である「国債費」や、地方公共団体への支出である「地方交付税交付金等」と続き、これらで全体の約3/4を占めます。
これに対して、歳入は、主に税金と、国の借金である公債金で構成されています。公債金とは、国が国民や銀行から借りた借金のことです。国は「国債」を発行して公債金（借金）による収入を得ています。国の行う借金である「国債」と、地方公共団体が行う借金である「地方債」を合わせて、公債といいます。現在、税収等では歳出全体の約3/4しか賄えておらず、 残りの約1/4は公債金（借金）に依存しています。  この借金の返済には将来世代の税収等が充てられることになるため、将来世代へ負担を先送りしていることになります。
今説明したとおり、歳出では、社会保障費と国債費が大きなウエイトを占めていることが分かったと思います。

冒頭のクイズで皆さんに考えてもらった中に、「国の税金の使い道で一番多いものは？」というのがありましたが、その答えは「社会保障関係費」となります。ではなぜ、このように社会保障費と国債費が大きなウエイトを占めているのでしょうか。

[★] [★]　スライド16は、いま説明したことが記載されていますので、ここでは飛ばします。 

[★]　ここで過去の歳入と歳出を比較してみたいと思います、
[★]　1990年度である平成２年度と、令和７年度の歳入を比較すると、税収は、約26兆円増えていますが、国の借金である公債金も、約23兆円増えており、平成２年度の約５倍となっております。
[★]　歳出はというと、様々な項目で金額が増加している中、社会保障費が約27兆円も増加しており、税収の増加分である約26兆円よりも大きい増加となっております。
このように、社会保障費などの歳出の増加に対して、税収の伸びが見合っていないため、不足分を借金に頼っていることから、歳入の公債金の占める割合が大きくなっています。
[★] [★]　スライド18は、いま説明したことが記載されています。ここでは飛ばします。　

[★]　社会保障費は、なぜこんなにも増えているのか次に説明します。日本は、他国に類を見ない速度で高齢化が進んでおり、１人当たりの医療や介護の費用が増加したことが一因です。今後高齢化はさらに進展し、１人当たりの医療や介護費用は増えていくことが予想されます。
なお、折れ線グラフは、総人口に占める65歳以上の人口の割合について他の先進国と比較したグラフです。ご覧のように、他の先進国と比較し、日本の高齢化がかなり進んでいることが見てとれます。

[★]　次に日本の借金である公債について説明します。グラフからも分かるとおり、日本の普通国債残高は、増加の一途をたどっていて、令和７年度末には、1,129兆円にのぼると見込まれ、主要先進国の中でも高い水準となっています。






[★]　また、財政の持続可能性を見る上で、税収を生み出す元となる国の経済規模（GDP）に対して、どのぐらいの借金をしているかが重要な目安となります。日本の債務残高はGDPの２倍を超えており、主要先進国の中で最も高い水準にあります。
[★]　歳入である税収と、社会保障関係費などの歳出の差が広がり、借金が膨らんでおり、受益と負担のバランスがとれていない状況です。このままの状況が続くと、将来世代に負担を先送りすることになってしまいます。



[★]　さて、これまで、国の予算について見てきましたが、続いて、地方公共団体の予算の例として、私たちが住んでいる宮城県の予算を見ていきましょう。
宮城県の令和８年度の当初予算は、県の収入・支出が１兆９５９億円です。県の収入は、県民の方から納められる「県税」や、県の借金である「県債」などがあります。




[★]　これに対して、県の支出は、教育費や民生費などがあります。学校教育や、福祉の充実のためなど、いろいろなものに税金が使われていることが分かりますね。

[★]　それでは、他の県の予算はどうなっているのでしょうか。気になる地域の予算があれば、リンク先のそれぞれの地域の予算を見てみましょう。
（又は、１つ選択して皆で一緒にリンク先を見てみる）
～各自で見たい県の予算を見るため３～５分ほど待つ～
【リンク先補足説明】
①東北地方の他の県の予算：リンク先に掲載している各県の教材のデータを開き、23・24スライド目に同様に県の予算の円グラフを掲載しているため、自分たちが住んでいる県と比較してみる。
②東京都：リンク先を開くと、東京都予算案の全体像が閲覧できるため、財政規模を中心に比較してみる。
③兵庫県：リンク先に、兵庫県の予算の円グラフが掲載されているため、自分たちが住んでいる県と比較してみる。
いかがでしたか。このように、地域によって人口や環境が違いますから、どのくらいのお金がかかるのか、何のためにお金がたくさんかかるのかが違います。例えば、人口が多い地域は、収入も支出も金額が大きくなり、雪が多い地域は除雪のためのお金が多くかかるなどの事情があります。

[★]　また、税金の使い道の中には、地震や大雨など、自然災害で被害に遭った方々を助けるためや、崩れてしまった道路・建物等を直すために使われるものもあります。
例えば、201１年に発生した東日本大震災によって、たくさんの方が被害に遭い、大切な家が壊れてしまった方や、道路などが壊れてしまった地域がたくさんあります。そういった方々や地域を助けるために、現在「復興特別所得税」という特別な税金があります。
令和８年度では、[★]　約6.300億円の税金などが、仮設の住宅や道路、港湾の整備などのために使われることとなっています。
例えば、福島県相馬市では、被災直後から９年で、この写真のように復興が進んでいます。このように、復興を進めるためにはたくさんのお金が必要になりますが、そのお金は、皆さんから公平に集めた税金が使われています。

[★]　最後に、日本と外国の税負担について見ていきましょう。
このグラフは、「国民負担率（対国民所得比）」の国際比較を表したものです。
国民負担率とは、税負担と社会保障費負担（公的年金や公的医療保険など）の合計の、国民所得に占める割合のことです。
主要先進国と比較すると、日本の社会保障は「中福祉」（縦軸）にありながら、「低負担」（横軸）の水準となっています。
グラフの右上に位置するフランス [★] などは、税金などの負担を重くする一方で、政府が充実した社会保障や公的サービスを供給するため、「大きな政府」（高福祉高負担）といわれます。逆に、グラフの左下に位置するアメリカ [★] などは、税金などの負担が軽い一方で、政府の役割や供給を最小限にとどめる「小さな政府」（低福祉低負担）といわれています。
日本は、今後さらに高齢化が進むと、社会保障費が増加していきます。
社会保障給付などの公的サービスと、税・社会保険料の負担は、両方の大きさが一致することが基本です。
しかし、本日何度か授業で出てきましたが、現在の日本は、社会保障給付などに必要な費用が年々増加しており、税・社会保険料の不足分を、国の借金である公債によって賄っています。
どこまでを「公共サービス」として提供し、税金で負担すべきか、「公共サービス」と「税負担」の在り方を考えていく必要があります。

[★]  今日、お話しさせていただいたとおり、日本には、借金である公債の債務残高や少子高齢化など様々な課題があります。このような中、税金の在り方や公平な負担と福祉・公共サービスなどの給付がどうあるべきか、私たち一人ひとりがこれからも考えていくことが大切です。
　なお、このスライドの左下には、授業冒頭のクイズの答えが記載されています。どうでしょう、当たっていましたか。クイズも含め、是非、家族の方とも話をしてもらえたらと思います。

[★]　最後となりますが、今日の授業をきっかけに、もし税金について、もっと学びたいと思ったら、是非、国税庁のホームページの「税の学習コーナー」も見てもらえればと思います。

　以上で、「わたしたちの生活と税金」の授業を終わります。








	【講師の方へ】＋αで行う内容のご紹介
①及び②については、講師の方のご判断で選択し、ご活用ください。

	①１億円レプリカの重さ体験


②ワーク
	授業の最後に行い、15・23・24スライド目で説明した予算の金額と繋げて説明することで、税金の使い道についての理解をより深めることができます。
※　一億円レプリカは、税務署において貸出しも行っておりますので、お気軽に最寄りの税務署へお問い合わせください。

27スライド目の「国民負担率（対国民所得比）」の国際比較のグラフを使用し、生徒に考える時間を設け、次のうち自分の考えに近いものを選び、その理由を考えるワークを実施することで、「公共サービス」と「税の負担の在り方」への理解をより深めることができます（答えはありません。）。
①日本もフランスなどのように社会保障を手厚くし、その分、増税などにより国民の負担を重くすべきである。
②今の社会保障の水準を維持していくために、必要があれば国民の負担が重くなってもやむを得ない。
③国民の負担をこれ以上増やさないために、負担については今の水準を維持し、そのための社会保障などのサービスを削減するのはやむを得ない。
④アメリカなどのように、国民の負担を今より少なくし、その分、社会保障などのサービスを削減するべきである。
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